
信長探訪倶楽部 ５月行事 長篠・設楽原の戦い 

信玄の急死により、信長は朝倉氏、浅井氏を攻め滅ぼし、将軍義昭を京都から追放、天下

人を目指して台頭した。武田氏の撤兵により、三河の家康も武田領国へ反抗を開始、長篠

城を奪還した。ここに配属されたのが武田氏から寝返った奥平貞昌であった。武田氏の後

継者となった勝頼がこの長篠城を取り戻すべく、攻め寄せたのが「長篠・設楽原の戦い」

の背景である。 

ここに長篠城奥平勢５百に対し、勝頼軍１万５千の城攻めの戦い、そして信長軍３万の到

着により、家康軍８千併せて３万８千の連合軍が設楽原にて勝頼軍１万５千と対峙するこ

とになる。ここで信長は前面に馬防柵を設け、武田騎馬軍の足を止め、鉄砲３千丁による

弾幕を張り、武田軍の名だたる武将を討ち取り、勝利したのであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


